
マタギで生きる    松下幹生 

 
雪の山中  樏(かんじき)履いて 
獲物を求め  分けいって 
足跡追って  塒(ねぐら)を探る 
山の猟師は  命を貰い  生きて行く 
捕った獲物は  無駄にせず 
命に感謝の  日々過ごす 
これぞマタギの  心意気 

 
若葉が茂る  森の中では 
子育ての時期  親達は 
子供を守り  育てる為に 
山の猟師は  無駄な刺激を  与えずに 
子連れの姿  見ぬふりで 
獣の隆盛  見届ける 
これぞマタギの  心意気 

 
秋の山には  豊富な餌に 
冬支度して  準備する 
長い冬場を  乗り切る為に 
山の猟師は  書き入れ時の  忙しさ 
脂肪を溜めた  獲物達 
無駄な殺生は  せぬように 
これぞマタギの  心意気 
 


